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•  合理性パラダイム再び	
  



心・感情と合理性	


•  近年、合理性の研究と脳や心の研究の分野
横断的研究が盛んになりつつある	
  
– 効用の起源　（感情 à	
  合理性）	
  
– 感情（＝生物としての基本的な効用の変化）の進

化論的安定性を調べる　（合理性 à	
  感情）	
  

•  高度な感情の進化ゲーム的合理性	
  
– 例）　「怒り」とコミットメント	
  
– 例）　「愛情」と長期契約へのコミットメント	
  
	
  



複数の欲求のマネジメント	
  I	
  
欲求の分類	


•  Intrinsic	
  固有	
  desires	
  	
  
-­‐-­‐	
  strategic	
  objec4ves	
  と対応	
  

•  Instrumental	
  道具的	
  desires	
  
(これは、本当に「欲求」と呼ぶべきか？)	
  
-­‐-­‐	
  means	
  objec4ves	
  と対応	
  

•  Realizer	
  実現	
  desires	
  (secondary	
  desires)	
  
	
  -­‐-­‐	
  strategic	
  と	
  means	
  の一石二鳥	


感情の「使い方」を工夫できる！	
  
	
  (Emo4onal	
  Intelligence	
  à	
  Emo4onal	
  Quo4ent	
  =	
  EQ	
  ?!)	
  



有限の能力を持つ意思決定主体　と　
合理性　	


Q.	
  計算・記憶能力が有限の場合は、合理性は
全く議論できないのか？	
  
	
  
•  将棋で｢良い手」と解説者が言うのは、後ろ向

き帰納法だけに依存して求めたものとは大き
く異なる。	
  

•  情報科学でも、ヒューリスティックスの研究は
有意義である。-­‐-­‐	
  コンピュータ将棋	
  



有限の能力を持つ主体の合理性の定式化の例	
  
満足化	
  Sa4sficing	


満足化：	
  
探索による限界効用の増加分　＝　サーチコスト	
  

　満足化基準	
  sa4sficing	
  level	
  に達したら	
  

探索を中止	
  
	
  
例）　大企業は放置している特許がたくさん。	
  



簡約ヒューリスティックス	
  Simple	
  Heuris4cs	

例）　認識ヒューリスティックス	
  	
  
recogni4on	
  heuris4cs	
  (Gigerenzer	
  et	
  al.,	
  1999)：	
  

　知っているものを選ぶ	
  
　	
  

実験：	
  
•  アメリカの都市の人口の大小比較を、以下のヒューリスティックス

で被験者に行ってもらう	
  

•  この方式だと、与えられたリストの中にあるすべての都市を知って
いるアメリカ人は使えない。	
  

•  実際、あまりアメリカの都市を知らない外国人のほうが、上記のク
イズの成績が良かった！	
  

　“less	
  is	
  more”	
  の実例となっている！	
  
	




簡約ヒューリスティックスの	
  
環境限定合理性	
  Ecologically	
  Bounded	
  Ra4onality	


•  認識ヒューリスティックスのもともとの進化は、	
  
毒キノコを防ぐ　というような許容できない選択
肢を排除する目的であったと考えられる	
  

•  しかし、数理モデルやシミュレーション研究により、	
  
人口の大小の問題のように、許容できる選択肢
同士の比較としても、	
  
どの程度の認識がもっとも選択効率が良いか	
  
ということを調べることができる。	
  
	




ヒューリスティックスと心理	


•  人は様々なヒューリスティックスを駆使するが	
  
•  これが感情や心理に埋め込まれていることも

しばしばある	
  
•  そのヒューリスティックスを不適切な意思決定

環境で適用すると、いわば「副作用 side	
  
effect」として、しばしば非合理的な結果をもた
らすこともありえる。	
  
à そういう心理的性質をあらかじめ知ってお
くことにより、回避しやすくなる！	




心理的罠	
  Psychological	
  Trap：	
  
(Hammond	
  et	
  al.,	
  1999)	


•  アンカー	
  
•  現状維持	
  
•  サンクコスト	
  
•  確証のための証拠	
  

（見たいもだけ見る！）	
  
•  フレーミング	
  

•  過信	
  
•  記憶	
  

（ドラマチックな出来事
をより鮮明に覚える）	
  

•  基本データの無視	
  
•  謙虚な見積もり	
  
•  パターンのねつ造	
  



意思決定分析における分類	


•  規範的	
  norma4ve	
  
– 無限の知性を持つ	
  omniscient	
  意思決定主体が

行うべき意思決定についてのモデル	
  
•  記述的	
  descrip4ve	
  
– 心理的バイアス・計算能力の不足などにより、現

実の人間が行う非合理的	
  irra4onal	
  な意思決定	
  
•  処方箋	
  prescrip4ve	
  
– 規範・記述をふまえ、現実の人間にとって実行可

能	
  feasible	
  な良い意思決定手法の模索	




合理性パラダイム再び	
  
Gilboa	
  (2010)	
  の合理性の定義と反証可能性	


合理性の定義	
  (Gilboa,	
  2010)	
  
A	
  mode	
  of	
  behavior	
  is	
  ra/onal	
  for	
  a	
  given	
  person	
  if	
  
this	
  person	
  feels	
  comfortable	
  with	
  it,	
  and	
  is	
  not	
  
embarrassed	
  by	
  it,	
  even	
  when	
  it	
  is	
  analyzed	
  for	
  him	
  

•  本講義では、合理性パラダイム推進の出発
点として、（専門用語としての）合理的選択を
扱った。	
  

•  実験では、皆さんが伝統的な合理性概念に
従わずに意思決定したこともしばしばあった	
  



Aumann	
  [1997]	
  による有限の能力を
持つ主体にとっての合理性	


We	
  content	
  ourselves	
  with	
  one	
  open	
  problem,	
  which	
  is	
  
perhaps	
  the	
  most	
  challenging	
  conceptual	
  problem	
  in	
  the	
  
area	
  today:	
  to	
  develop	
  a	
  meaningful	
  formal	
  defini4on	
  of	
  
ra4onality	
  in	
  a	
  situa4on	
  in	
  which	
  calcula4on	
  and	
  analysis	
  
themselves	
  are	
  costly	
  and/or	
  limited.	
  

	
  
　難易度の高すぎるクソゲーである現実での合理性の研究

はまだ始まったばかりである。	
  
	
  
•  講義と自分の行動がずれる場合には、	
  

自分なりの理屈で、自分の行動を説明して欲しい。	
  
•  「自分にとっての」合理性を模索しよう！	
  
	




最後のメッセージ	


温かい心	
  warm	
  heart	
  と	
  
冷静な頭脳	
  cool	
  head	
  で	
  
前進あるのみ！	
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